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埼玉冒ﾖ墳群
＆、と'１草為､〃、

‘さきノ冒二雲風工書己の丘（こつｌ）て

「さき廷調工記の丘｣は国の文化庁の｢風ｴ記の宴｣雛
１讃I）Ｌ,ﾀ,フ

(このっとりHi3jiむ４１年S月に用地の売収ズバ開鎧され４２年４月

に貴顕の予算に事鵜が組みＭｌられ砺和42年,0Ｍ分
曲、と､､ａ

このrさき崖風土記の立」の工事力Ｙはじ圭一,危のであゐ
、､,＜ Ｕ、と,と

そ1ほで〈は古墳を含めほとんどｍ工地刀『juZ元の人足弓の所刷

であっ迄このあたりは;職fうみられ蹄ひざ6Ｍでいてだき太
きとつだリ竺謎畜墳では義遣箪侭錦が作ら"たりしIここ
i'う。このままでは広域に渡って領鈴遥み借めi奉ってしまう，

ふ迄

そんな恩(〕で破壊をを防ぎ－船の人も利用できる史跡保毒くま

と塔えてで雰危の力汀さきたま風工記の典jである‐こうしてｒさ

きたま風工記の立｣は宮崎県茜蔀惹畜塙群につい『で麺
で二番目に墨ら柾吏震公園となつだので鵬そして現在
では「さきだま風土託の丘Jの大部分の工地が県有地となって

いる．

Ｘ、

１

９
４

唾たき風工言己の立｣にIさ馴極実誌とな-，庭9皇の古
墳示蕗庄残->『ており大型志墳群と(尺憾東臼ﾇ畷大とさ#'、)る．

この古墳群で灘古1,のが遁暁塙とみられ淀ｎで,f溌齢増
三番目は塞雌壇とみ猟ていみまだ古墳の内部篭刀溌列rす
ん帥さ蝋酷墳(ﾛ舶卿と縮む古墳岬岬の２重盾け晩
この蓋建瀦のある篭航寡諸市椴禰垂軸とする峨

趣樋動に柔うて沈下して霊た所(Q蝿群り,ら約2…!､沈下した
評望〃、

とﾉ推定)の一部でその帥古墳群l狐qBの中に蝿丘ある力(本来は欲Lに

－ｉ一

Ｐ

埼溌墳群とうI瀦唾i古墳縦の雛Ｉ



にあつだもの翻る．現i鏡天いる古逼の他に８重Z鋤)古鎖力協ったかド
ープらと廷うくつ

E'月湖ら賎たがげて工取I)や縦Ｉ嫁と‘で,鞠ご7',噴き消しだ,さき'瀬
堤守1つ?ヶ､

二』二記の立17)唾_<に「邑場ｕ（邑墓ほＷ)高塚逗いう危噸ﾐ)廷()うj;“力窃つだ
もの（匙

の乙二の雌I)に零<の古墳,ix毒在して()危害と逐吻語づている

またこの篭i伽鍋(と莞,!に…州維ｴ地で古熊代
から棚主みはじめ弛繊岸から6協這には芙溺;《できはじめだと
推定劃/(；て[)ろ．そのあらわ奴とじて跨王鯉舌祷;の東八約２k,,ｉ１脆戒危

棚市）i鼠のrゴﾐ溺勤蝿内の池下で古墳抑州鋤i綴尾
ニニリ、,どこ.．

（､脚㈱し厄その後の尭堀調査僻5鰯によって様蔵7釜が
石怪認さf仮いる．

，心ごＬＡ、く，このみ●つ二ウＩ郭毒ら

この地域の古墳群(さ武富届瞳で､ある笠原-->族の望こ考えら?『して('否そ

の鮎の-つとして職の燕市にある笠索につ17て灘剛,訓年一
９３脚に熟ﾌさ雌i綴遭難銘(俗に『和州ごi》う)にこの鑓が

Ｘフ非幸Ｌｴう

のって,,るし､また江戸剛麦期にでき危鮒単締餓堂為』に

『武蔵画造f'溌畿蝿､ﾉ購鈴灘鴎りて鋭撚(し｣墜記ご’肌
しか

てl1ることである．

２登篇蓋‘複全こえ幹雄の琴:．ｉ
踊直使主につ!)ては日轄紀の錨完敷菖3i皐瀦棚の記

二

謡こは
季をj迄こし

をう没そうと』

り

畿礁

:墓し稲妻墾蕊号獄麓毅琴謹巽譲澱
澱そうと蕊ﾗた．こ,睡知っ危鮭な京逃げ!無iここ腿のし,ざ!'逗申
し立てだこころ事廷.は使主が､＝Wしもない国這であるとしそこでﾉ』蒔違風

議閥縛り蕊撚懸蕊,繍欝熱
ア ダ 、 ウ い

を献じた_l(大意)と毒か:にている(珍氷の『未』'さ｢束』の説)こみらｵ⑤

蹴る､稲荷山古嫡出 、総括鴨謡 県高崎市の八幌硯

'う)であることか1$音塚古馳土の鏡と同じ雌烏作った‘鏡くこ＃'之筒懸弘'う)であることか
確認武織と麗鐸吟の群馬県あだﾘ)が､何ら刀'のつ画くり力ぐあっ吃と造えら
れ錦立が刻まれていた撚lと同様最近龍きれてぎてい石．

－－２ツー
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Ⅱ

１

.姦葛に立専が､凝見され為華で
､鉄剣に文字力、堤見さ小るき_で

瀧警(紙州の金耐石たごに猟倣字)がみ-〕か､た撚jは行
跡のrごきた妬燃｣にあ蝿融古獅ら発掘謝したものであるg鋤

塵娼域こ発見した崎さび､にび岩しりと辞､われさく，の一部とみら71噸所に

嵐化さ椛淵状こびりつ!)て1に黒瀬で峰冨の氷測洲/て'漁
ら卿とじてその灘にして!さきた硝料館Iに展示されていた,．しかし
,鉄さびは年ごとにますますひどくな局ばか')であ-,7己劃1にさやの

粕が浮毒あがり今にもI州愉鳶,にそこで淵の龍,hり鍋龍
で州)卿簡保卿きくように乙奈卿糠尋文化卿噺に
＃鵬したのｿﾛ3和５３年５月のここであ為．Ｉ－さきた象緋|館｣の二人の琴

韻ﾒ箱に入れ専臓大事に魁だ．この鳴縦雌かくしてい疎
)祢稲口‘)些漉だらしい．

この鉄剣ぱささ丘ま資料館かう保存処趨を瀬識↓だ漁ｴ品の中で黒も
:qf，し.直ぐ

腐食雌んでいにだめセっ力､いものに菰いされ－番雛思侭鋤実載
禽､,”こうじ

あ些圭わしさ水ていたのであ胸鴨瞬Ⅷと6日元興歌化胤禰究航の豆
けﾉヱ・

蒜究誠ブ･弓ｼ吾土ぼこり鋤〕侭,ｒいに晴.剣知す“)旅ﾘに光
総の餌つけ危鐘異敬って毒ろ煙〃U雛とす晶さ3ﾐﾘほどv）

＄邦プｕ、

紬!,蛸7)締駒ける．そじてこの恥鏑で三脇見つかつ危のであ

獄こ州畿幾扮発賊る.金話鵬昌は難識風ま
雌鎧の磯こうな毎暢逗いう職と感鉄揃峨の逗Ｉこたがw'３

．こ‘Ｋう患

(金工用ののみ)で支毒鞭様卿)そこに劉監ふうに細卿茎や
銀起埋め込む手のzんだ緬堂のこどさある．

さ→・等b

同辱９月Ｉ１Ｂ群柘階ころ鉄剣のﾚﾝﾄｹ､ﾝ鳴診帥こ嫁い噂(虻,がIノ

秘)州ごだしぃ箇代蚊靭<つき,)と勘州が《署,Ｅので雛錨賞

の縦M全面に淵のけjつ錨i擬制に刻訓鎚錘帥立勃二篭合わと
になつだ雌で豊か噸危舗1'5個鋤え肴狐鋪そのものは．
－４－

全
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<7Ｗご茶色の固まりと(１－うていいほど少しの振動で文勃吋W'動くのでI幸

１１かと､う献惹I吠惑だ→た．槙蓬鱗説作業雌まで剛｡そして
９月1『7日深繊蚕にぼ飴泣が解談さ‘'|/’９月１９日に公開され、９月

２０日の各新聞の朝刊に噂些菩に鉄剣解諏がのるのであ登

２鉄剣がみつかった稲智置古墳について
碧登瀞鍍馳園こ渥,必て見難の薦:jわに一つぐち1,は古墳の内

縦耽ようと言うことになり園指定の9基の古墳のうちj塔掘のすんだ精軍山

峨<残り8基の古墳のうち昂小さ,､鐙琵墳棚掘微とに滞
りかけた.しがし史跡t賎ｉ１ｒｇ幼ｺのに完全な形；で蕊弓ている古墳をた

とえ正式79猫旅'舵てる醜謝るのは望ましくないと()う反祁現で．

弓結局､蒋掘の宙填のうち暴凱)たあめ激し、稲荷山古墳に決まる

ので腕この吉埴は前方後円墳であるかrそのう舗方鋤恥
膨れてな()のでf擁i、〉tのI)きさつをのべると”通りである稲荷

山古墳7)後円蜘馳に'蝿荷神社があって総神社の湘地となっ
てwて誠蔀は個加)私有地となって')た,ところが､その最ﾂ莞礎i派
さポズいるかた'こ不幸か椛さそ燃jfは前方師に埋ま-プて１１る織りの

う

つ(寵､、

壷力ｗｈざわし)を起こして(1ると()うことになりその壷を掘り出そうと_、

このあたりの古鮒卿'3年に国の史跡となる前に土姓部賑り襟
いてさがしたが何も発見＝なかったという．（誌謝聞のTﾗ剣のナゾを

逼一ブて３｣によるとその頃艦には畷と剛齢ちのある巣の興った

船､rどこ力､に運力､ってある｣と!'ううわさがあったと､ﾗ.そして前脚
の磯ﾘした土'ざﾄﾗ､ッｸで今､行田雛となぎでI脳蝉絃町立忍

商鮒に運び剛立てに便つだと,'う）こ州むしろ華f,し稲
荷山古墳蝋掘泌ことになり今回の大発尾につγi3Qtパー ,たのである．

きざふう

稲荷山古墳の；縦排勃兎知鋸砿月１日から鎧まる．６世紀畔
の撤式石謹予想じていたので柳織部の¥櫛ら堀蝋危だ、

‐弗扮 げんミノ

洲週間近くたう『てろそｿlLらしさもの博見当たら薄い、どうぐら貝当ちが
‘－冨一



いでだて穴式のようである．そこで方針鍍え損｣こ部から柵)i耐こ
〕rK3かく

ＩｍＬの深さですぐ、に謀榔に欲つかったごｵ”誘惑の鉄剣が繕見
海､ﾉ，ごやへ

さ111た所だ，ついですぐ近くの同じ濡さの所に懲工柳が､謎貝さ７１'１為．
韮ｔ）そう

こうしてこの古垣からニーフの埋葬施識が耀見さ1Uごg『７である．磯榔は６

世紀伽粘蝋は5世細ﾐの6のと推定されている課榔のr課」
凸面

は小石､T櫛｣(さうわじつぎという濠啄酉＝で遷振された擦榔(さ舟

該ご掘→た苅中に未精蝿めその周砿刈､石でおぁ､っている
小石の代わりに粘工を便ったのが､鮎よ・脚である．帖室末郭は透

掘ご#丘焼ご郡ていたが､瀧油?が,方,ざ幸、にﾘ:釦jIr,され-(い凍壊た

翻郁の中央にiさプ龍噌が＃'てい淀こ窪む＃＝しこの
わり,･ぎ'フホ足

木縮は帥T形とみら弧て!)る.こ71“八Ｍ尺とﾆー ﾌに割り､そ

節髭､;Kの中Iじ郡きくI)振さ、サンドイッチの萱入うに(_て

納棺するやり方であるまだ墓が舟形悪γ１，重死霊

が､熱で死後の１１塀ﾉ、運ばw'１るという当鴎(ｎ信仰鋭
畦･ろＬ－Ｄ

つ鶴<どので繕迩岩との間に柿鋤さ綜湿に己
気を付力､っている．しかし古義の工費グパ関東

Ｑ,〔

ローム層で酸ﾉ健力蝋胸危め人骨(悪寒けてなくな'〕
，こう〃､ん＜

木棺ら満ちて工とｨしして(i后虹品の中に菖瀦織蕊(室に
升tA-Ｃん基う

ば周縁部に帯状の文様派あ‘)その内側に葎と磯職,だ網鋤
、当鴫と(魂大変晋動ﾋｽｲの妄篭一今毒題言の届診ている裁剣

．￥羊う

その他の供制直刀．…うに鋤渚ｎあかしである三選,総
ど;きこう

いつZ,ﾀﾉッ

（鏡と勾玉､と命)逸さす)かぐ莞弓‐ておりぁ､まけ!“)す)妃蓮品ぞ
,言う､)､

ろ()ときて()る，加えて武具パ豊富に出にここも調査団の目を貝

張ら,と危
‘き.､し:､人

紬ごこに皇緊れだ人物Ｉ謀武人で令識に増つ-《いる齢jの
金石文中のオノヮケノォミでは厚いがという醜かぐでてきて()る．

垢農7厩一棺、まわ)ざ河原石で魁-ﾗ禿逼爺蛎さ

-－－６－－
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西海蓮・丹渡の四方に派遣し危と日本書紀力N･霊伝えている．この

宗､論､・い･､二
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意置(蹄直便強力､､矢灘に起誠淫議つシ〕で龍ｧ危鉄

《，密か､(）
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蕊茄淡曽媛iiは雄鵬天皇丸さすど恩約れな
どの雄略天皇は中即琶の錨r総』｢瀦箔鏡

－－１８－－－
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具)と持って著棄猪狐している野の痕に家で名前を錨てう。
ロホP-ｽ゙ ､した時のiと'のとざれて()ろ、また古事記には‐川の
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子に歌と患を与え危話もある．
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ら認められ与えら撚坊になった，初うち驚き綴丙の有
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火多
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ｌ黍んご･【）
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芝撚;の昼節('鎧鍛誰』と釦帥てぃ初､奈餓天諦
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訓/<’だ､鉄刀力:･ぁ壱・

９．ラエ田船山古璃出土の大刀鋒支の通説について

船山潔出土の謡に刻ま・れた金破の中で嘘ロロロ堂
大王』の伽制ｲ秋ご仙或r護営謡縦ﾂ鎚いつ夫：）
7鮭‘i天皇と示すというのノパ定説に無っていに．しかし今固の

わ｡;.､、

伽'街山乙埴J)概制棚文州,愛jこ』-リ‘量｣．直」(謀実はｒ侭加
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穀支歯｣の上下二字で涌正天皇で導く旅ｉｉｉ脈室こさすので
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の国ﾒﾉ)ら恥の国にまで･勢力刀Y辰んでい尼可能'i生力､:､ラカ》力やえる‘

９，鉄剣に刻まれた金石文の重要唾

された龍持山古墳室工徳銭剣銘セ(募

の今表での金石文中最長文で為魯

⑤大王の始（雄圃各天皇をさすこ推定)が明記さ'|して!）令．
二浬

Ｇ)千壷か､蘭月蔑され天皇の湯こ今)わせ季ﾅｰ、旅信迄毒窺

雨雄勝天皇の鰐代にヅ〈和朝逢(ｿr)鶴吠)ズバ関束鏑に及んでい7三

ここは東溝Iこのづてい吾悔逗武の上_長文に葦がfr'_て糸、
､｡=》唾

り｝庇圃”<采の通説だ〃ぐ今鹿の令易蓮(津それ匙凌付け

肴可鮭’|窪ノバある

などJ)点で蒼寵ﾌ誹発児だ堅洲している．
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剥1介ナソ､､這這って(埼夏､賑）し､ワ

タ千'１，黄企画（ｑ肩2ど日に月弓冨Ｋ１月11ｓ.iＱ肩wEj）
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